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本学では，全学的な大学改革プランとして，「 プラン 」
及び「 プラン 」を策定，公表し，世界的な教育研究成果の
創出に向けた様々な改革を推進してきました。
一方，第 次産業革命・ と称される情報科学技術の飛躍的進展や，

少子高齢化と人口減少の進行等，社会システムそのものに大変革がもたらされようとしています。
こうした革新を追い風にしながら，世界を牽引し，地方創生にも寄与する国際的な教育研究拠点を

形成するため，新たに「新 プラン 」を，平成 年 月に策定，公表しました。
この「新 プラン 」に掲げる以下の施策に取り組み，自主的，自律的な大学改革を加速させて

います。

戦略１ 研究の先鋭化と新たな強みとなる新領域・融合分野の創出による世界的研究拠点の形成
Ⅰ 先進的・独創的研究の推進及び多様な基礎研究の充実
Ⅱ 研究力強化を促進する支援体制の整備

・世界トップレベル研究拠点（ ）や共同利用・共同研究拠点等における研究活動の先鋭化
・超然プロジェクト・先魁プロジェクト等を通した優位性のある研究や異分野融合研究への組織的支援

戦略２ グローバル社会の中核的なリーダーとして活躍する｢金沢大学ブランド｣人材の育成
Ⅲ 大学院教育の高度化と国際化によるイノベーション人材の育成
Ⅳ 学士課程の教育改革によるグローバル人材の育成
Ⅴ 入学から卒業までの徹底した学生支援

・世界トップレベル研究拠点（ ）の実績を活かした新たな博士レベルの学位プログラム創設
・ 科目等の体系的で幅広い教養の修得による （金沢大学＜グローバル＞スタンダード）の体現
・グローバルサイエンスキャンパス事業等を活用した高大連携の強化と特色ある新たな入試等の創設
・ サポートネットワーク等を活用した全学的な学生支援体制の充実・強化

戦略３ 国際的な連携ネットワークの形成と頭脳循環の推進
Ⅵ 強力な国際競争力を備えたネットワークの活用による人的交流の拡大

・タフツ大学をはじめとする世界トップレベル大学との組織対組織の交流拡大
・若手研究者や留学生・外国人学生を含めた学生の海外大学との双方向交流の拡大

戦略４ 世界と地域との環流による社会貢献・社会実装
Ⅶ 大学をハブとした社会のあらゆるセクターとの有機的連携
Ⅷ 大学が有する知的資源等へのアクセシビリティの向上

・大学が有する知的資源等を利用した社会と大学との協働による持続可能社会の構築に資する実証型研
究プロジェクト（例：自動運転システム）や連携事業の実施

戦略５ 積極的なガバナンス改革による戦略的マネジメントの推進
Ⅸ 大学改革・機能強化を推進する大学運営
Ⅹ 戦略的・効果的な財政運営の推進
Ⅺ グローバル化に対応する教育研究環境の整備

・女性・若手研究者等を含む教職員の活躍を後押しする採用・配置や能力開発と適切な人事評価
・ステークホルダー協議会やホームカミングデイ等を通した関係機関との対話・連携の強化

戦略６ 高度臨床研究の展開と中核的な医療拠点としての機能強化に向けた附属病院改革の推進
Ⅻ 臨床研究の推進と先進的医療を担う人材の育成
ⅩⅢ 地域中核病院としての機能強化

・先端医療開発センター等を活用した先進医療・医師主導治験の推進と臨床研究の積極的支援
・ センター等を活用した医療従事者の専門教育・安全教育・リカレント教育の実施
・高度医療を提供する地域の中核病院としての医療安全管理体制の強化と関連病院との連携強化

アクセスは
こちらから➜

皆が頑張る，地域に愛され，世界に輝く金沢大学の実現を目指し
金沢大学は，「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」の位置付けをもって改革に取り組むこと

を金沢大学憲章で掲げています。第三期中期目標期間の初年度（平成 年度）には，世界と伍して卓
越した教育研究を展開する，「世界卓越型」大学を目指すことを選択し，全学を挙げて改革を推進してい
ます。現在，第 学域の構想や大学院の高度化， 特別入試の開発といった教育組織改革の具体的
な計画を進めております。
また，国際化，グローバル人材の育成では，スーパーグローバル大学創成支援

事業（ ）で実施する各種プロジェクトと，大学の世界展開力強化事業ロシア
プログラム等により，着実な成果を見せつつあります。
研究力強化では，平成 年度に採択された世界トップレベル研究拠点形成プ

ログラム（ ）のナノ生命科学研究所（ ）における研究体制，支援体
制を軌道に乗せ，研究成果の創出に向けた本格的な活動が始動しました。
地域貢献の重要な一翼を担う附属病院については，臨床研究中核病院の指定を

目指し，地域医療を支える北陸地域の中核病院となるべく，地域医療機関等との
連携体制の強化を推進して参ります。

社会を先導するリーダー養成に向けた新学域・学類の設置構想
大きく変わろうとしているこれからの社会では，文理を問わ

ない幅広い分野の知見と，社会を変革しようとする強い意欲を
併せ持つ，“社会変革を先導するリーダー”となる人材が不可欠
です。本学では，こうした人材の養成を目指し，令和 年度に
新学域・学類の設置を構想しています。この新学域・学類では，
文系・理系を問わない高校生をはじめ，留学生や現に企業で活躍している社会人学生も積極的に受け入
れ，多様な学生が切磋琢磨する環境の中で，各分野における最先端の知見と社会ニーズを取り入れた文
理融合教育を実践し，社会をリードする人材を輩出します。

設計製造技術研究所の設置
令和元年６月，理工研究域先端製造技術開発推進センターを発展的に改組し，新たな研究所として設

計製造技術研究所を設置しました。本研究所は，スマート設計生産技術の開発・社会実装の研究を実施
することにより，オンデマンド“モノづくり”を支える「スマート設計生産システム」※の構築を目指して
います。
加えて，主要な生産加工技術を担う研究者が多数在籍している強みを活かし，国内外の研究機関や企

業と連携しながら「スマート設計生産システム」の開発や社会実装を推進していきます。
※「スマート設計生産システム」…これまでの大量生産方式ではなく，個人の特性，必要条件，嗜好，感性に

対応した個別設計と個別生産を速やかに行い，低コストで供給するシステム

プロフィール ／ 金沢大学長 山崎光悦（やまざき こうえつ）
工学博士。 年 月，富山県小矢部市生まれ。金沢大学工学部卒業，同大学院工学研究科修士課程修了。
金沢大学工学部助手，講師，助教授，教授を経て， 年 月に学長就任。専門は機械工学・設計工学。
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本学では，全学的な大学改革プランとして，「 プラン 」
及び「 プラン 」を策定，公表し，世界的な教育研究成果の
創出に向けた様々な改革を推進してきました。
一方，第 次産業革命・ と称される情報科学技術の飛躍的進展や，

少子高齢化と人口減少の進行等，社会システムそのものに大変革がもたらされようとしています。
こうした革新を追い風にしながら，世界を牽引し，地方創生にも寄与する国際的な教育研究拠点を

形成するため，新たに「新 プラン 」を，平成 年 月に策定，公表しました。
この「新 プラン 」に掲げる以下の施策に取り組み，自主的，自律的な大学改革を加速させて

います。

戦略１ 研究の先鋭化と新たな強みとなる新領域・融合分野の創出による世界的研究拠点の形成
Ⅰ 先進的・独創的研究の推進及び多様な基礎研究の充実
Ⅱ 研究力強化を促進する支援体制の整備

・世界トップレベル研究拠点（ ）や共同利用・共同研究拠点等における研究活動の先鋭化
・超然プロジェクト・先魁プロジェクト等を通した優位性のある研究や異分野融合研究への組織的支援

戦略２ グローバル社会の中核的なリーダーとして活躍する｢金沢大学ブランド｣人材の育成
Ⅲ 大学院教育の高度化と国際化によるイノベーション人材の育成
Ⅳ 学士課程の教育改革によるグローバル人材の育成
Ⅴ 入学から卒業までの徹底した学生支援

・世界トップレベル研究拠点（ ）の実績を活かした新たな博士レベルの学位プログラム創設
・ 科目等の体系的で幅広い教養の修得による （金沢大学＜グローバル＞スタンダード）の体現
・グローバルサイエンスキャンパス事業等を活用した高大連携の強化と特色ある新たな入試等の創設
・ サポートネットワーク等を活用した全学的な学生支援体制の充実・強化

戦略３ 国際的な連携ネットワークの形成と頭脳循環の推進
Ⅵ 強力な国際競争力を備えたネットワークの活用による人的交流の拡大

・タフツ大学をはじめとする世界トップレベル大学との組織対組織の交流拡大
・若手研究者や留学生・外国人学生を含めた学生の海外大学との双方向交流の拡大

戦略４ 世界と地域との環流による社会貢献・社会実装
Ⅶ 大学をハブとした社会のあらゆるセクターとの有機的連携
Ⅷ 大学が有する知的資源等へのアクセシビリティの向上

・大学が有する知的資源等を利用した社会と大学との協働による持続可能社会の構築に資する実証型研
究プロジェクト（例：自動運転システム）や連携事業の実施

戦略５ 積極的なガバナンス改革による戦略的マネジメントの推進
Ⅸ 大学改革・機能強化を推進する大学運営
Ⅹ 戦略的・効果的な財政運営の推進
Ⅺ グローバル化に対応する教育研究環境の整備

・女性・若手研究者等を含む教職員の活躍を後押しする採用・配置や能力開発と適切な人事評価
・ステークホルダー協議会やホームカミングデイ等を通した関係機関との対話・連携の強化

戦略６ 高度臨床研究の展開と中核的な医療拠点としての機能強化に向けた附属病院改革の推進
Ⅻ 臨床研究の推進と先進的医療を担う人材の育成
ⅩⅢ 地域中核病院としての機能強化

・先端医療開発センター等を活用した先進医療・医師主導治験の推進と臨床研究の積極的支援
・ センター等を活用した医療従事者の専門教育・安全教育・リカレント教育の実施
・高度医療を提供する地域の中核病院としての医療安全管理体制の強化と関連病院との連携強化
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を金沢大学憲章で掲げています。第三期中期目標期間の初年度（平成 年度）には，世界と伍して卓
越した教育研究を展開する，「世界卓越型」大学を目指すことを選択し，全学を挙げて改革を推進してい
ます。現在，第 学域の構想や大学院の高度化， 特別入試の開発といった教育組織改革の具体的
な計画を進めております。
また，国際化，グローバル人材の育成では，スーパーグローバル大学創成支援

事業（ ）で実施する各種プロジェクトと，大学の世界展開力強化事業ロシア
プログラム等により，着実な成果を見せつつあります。
研究力強化では，平成 年度に採択された世界トップレベル研究拠点形成プ

ログラム（ ）のナノ生命科学研究所（ ）における研究体制，支援体
制を軌道に乗せ，研究成果の創出に向けた本格的な活動が始動しました。
地域貢献の重要な一翼を担う附属病院については，臨床研究中核病院の指定を

目指し，地域医療を支える北陸地域の中核病院となるべく，地域医療機関等との
連携体制の強化を推進して参ります。

社会を先導するリーダー養成に向けた新学域・学類の設置構想
大きく変わろうとしているこれからの社会では，文理を問わ

ない幅広い分野の知見と，社会を変革しようとする強い意欲を
併せ持つ，“社会変革を先導するリーダー”となる人材が不可欠
です。本学では，こうした人材の養成を目指し，令和 年度に
新学域・学類の設置を構想しています。この新学域・学類では，
文系・理系を問わない高校生をはじめ，留学生や現に企業で活躍している社会人学生も積極的に受け入
れ，多様な学生が切磋琢磨する環境の中で，各分野における最先端の知見と社会ニーズを取り入れた文
理融合教育を実践し，社会をリードする人材を輩出します。

設計製造技術研究所の設置
令和元年６月，理工研究域先端製造技術開発推進センターを発展的に改組し，新たな研究所として設

計製造技術研究所を設置しました。本研究所は，スマート設計生産技術の開発・社会実装の研究を実施
することにより，オンデマンド“モノづくり”を支える「スマート設計生産システム」※の構築を目指して
います。
加えて，主要な生産加工技術を担う研究者が多数在籍している強みを活かし，国内外の研究機関や企

業と連携しながら「スマート設計生産システム」の開発や社会実装を推進していきます。
※「スマート設計生産システム」…これまでの大量生産方式ではなく，個人の特性，必要条件，嗜好，感性に

対応した個別設計と個別生産を速やかに行い，低コストで供給するシステム

プロフィール ／ 金沢大学長 山崎光悦（やまざき こうえつ）
工学博士。 年 月，富山県小矢部市生まれ。金沢大学工学部卒業，同大学院工学研究科修士課程修了。
金沢大学工学部助手，講師，助教授，教授を経て， 年 月に学長就任。専門は機械工学・設計工学。
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の

 

学域・学

「学域・学 」と の 学

を学 域を 「 」

学 再

金沢大学 グローバル スタン ード（ ）

金沢大学 グローバル スタン ード

の
を

を
を

・ を と 未来の

4 5
私たちの金沢大学

教育の特色ある取り組み
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の を と 生 学 成

学 イ ーシ ン 合
大学 新学 創成

ニーズ 学・ 学 の 業人 成

 

第１回金沢大学コンテスト受賞者 

理工学域能登海洋水産センターの新設

未来を拓く 金沢大学コンテスト創設

大学教育再生加速プログラム（ ）

人間力強化プログラム 学長と行く合宿シリーズ ～地域「超」体験プログラム～

グローバルサイエンスキャンパス（ ）・ジュニアドクター育成塾事業

九十九湾を望む能登海洋水産センター 
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教育の特色ある取り組み
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未来を拓く 金沢大学コンテスト創設

大学教育再生加速プログラム（ ）

人間力強化プログラム 学長と行く合宿シリーズ ～地域「超」体験プログラム～
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法務研 
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特色ある大学院教育



 

金沢大学は，平成 年度に「世界トップレベル研究拠点プログラム」 下， に採択され，「ナノ
生命科学研究所」 下 を 立しました。

とは，平成 年度から文部科学省が実施している，全世界から の研究者が集まる優れた研究環
境と世界 の研究を誇る「世界から目に る研究拠点」の形成を目指す です。

プログラム はこちら

では， トルの 分の ，ち う 分 の である「ナノ」の世界を
に，ナノ ルの のを できる 先 の「 査 プロ 術」を として，ナノ 学，
生命科学，超分 化学， 理 科学 における 分野 合研究を推進します。 い ，生きた の
部 を し，分 し，さらには することができる世界
の「ナノ ナノプロ 術」を 発し，この 術によって

生命の 生 化，「がん」 の な ， その実態が解明されてい
ない生命現象の 組 を 本的に理解し，解明することを目指します。
令和 年度には， ャン 地 に研究者が つの に集結

する ンダー ン ー の新 い研究 が 成する です。 プ
ンな環境で分野の を超 た研究のさらなる が されます。

国際 ン ジ を
平成 年 月 日に， ン ラン テル ・ロン ン で

国 シンポジ ムを し， が しました。 の
拠点である ン アル・ レッジ・ロン ンからの 者をは めとする
の研究者らは， ポ 展 を して とその研究に する

理解を めました。 には 者同 の活発な が られ，国 的な
研究 ット クの構 に する な機 となりました。

世界ト プ の研究拠点形成へ

た との い生 を る 制御する

― ナ 生 学研究所 ―
 

ナ 生 学研究所 成

拠点と 海

 

附属高校： コンソーシアム構築支援事業拠点校

附属幼稚園：里山自然体験による教育

附属小学校：よりよい未来を志向する子の育成

附属中学校：伝統文化教育を通してグローバル人材の育成

附属特別支援学校：新学習指導要領に対応した学習方法の探求

里山で自然と触れ合う幼児たち

文部科学省「令和元年度特別支援教育に関する実践研究充実事業」を受託
し，新学習指導要領に示される資質・能力を育成する学習や評価の在り方
を，地域の方との協働活動や他団体との交流及び共同学習を通じて探求し
ています。その成果を研究フォーラムや教育研究会等で広く発信します。

平成 年度から 年間，文部科学省「スーパーグローバルハイスクール
（ ）」の指定を受け，研究開発を推進してきました。

【平成 年度に実施した主な取組】
① 「地域課題研究」企業向けポスターセッション
② 附属・金沢泉丘・金沢二水三校合同課題研究発表会
③ 北信越 フォーラム

平成 年度から 年間は，文部科学省「 （ワールド・ワイド・ラー
ニング）コンソーシアム構築支援事業」の拠点校に採択されました。「持続
可能な世界を実現し， を牽引するグローバル・リーダーの育成」
を目標に，金沢大学を管理機関として，北陸圏域内の高校，海外の高校，社
会との つのアライアンスを確立し，アドバンスト・ラーニングを促進し
ます。

地域の方と災害時の調理
実習をする高等部生徒

つの附属学校園が設置されている数少ない総合大学です。

，アソシエイト 校に
よる北信越フォーラム

令和元年度は，実践教育研究として研究主題「よりよい未来を志向する子の
育成」，副題 未来へいかす「決める」 の 年目に取り組みます。子ども
が，根拠をもって自分なりの思いや考えを表出し，他との関わりにより，多
様な視点から自らの思いや考えをよりよいものへと変えて行動できるよう，
“子ども自身が決める授業づくり”の実績を上げていきます。

予想を確認しながら実験する児童

平成 年度から，国立教育政策研究所 教育課程研究校（２年間）の指定
を受け，全ての教科等で伝統文化教育に取り組みました。最終的な目標
は一人一人の生徒がグローバル社会で生きるために必要な資質・能力を身
に付けることです。自国の文化を愛するとともに，他国の文化を理解・尊
重し，平和な世界の形成者となる人材の育成を目指しています。今年度は，
最終年次として，より高い目標を設定し，研究の成果をより広く発信して
いく予定です。

能楽師の方をお呼びして，
日本の古典芸能に触れる生徒

年長組が年間を通じて角間の里山ゾーンを活用し，自然体験活動に取り組ん
でいます。自然インストラクター，農業従事者，研究者，教師が協働した指
導のもと，幼児が自然との関わりを学んでいます。

8 9
私たちの金沢大学

附属学校園の特色ある取り組み



 

金沢大学は，平成 年度に「世界トップレベル研究拠点プログラム」 下， に採択され，「ナノ
生命科学研究所」 下 を 立しました。

とは，平成 年度から文部科学省が実施している，全世界から の研究者が集まる優れた研究環
境と世界 の研究を誇る「世界から目に る研究拠点」の形成を目指す です。

プログラム はこちら

では， トルの 分の ，ち う 分 の である「ナノ」の世界を
に，ナノ ルの のを できる 先 の「 査 プロ 術」を として，ナノ 学，
生命科学，超分 化学， 理 科学 における 分野 合研究を推進します。 い ，生きた の
部 を し，分 し，さらには することができる世界
の「ナノ ナノプロ 術」を 発し，この 術によって

生命の 生 化，「がん」 の な ， その実態が解明されてい
ない生命現象の 組 を 本的に理解し，解明することを目指します。
令和 年度には， ャン 地 に研究者が つの に集結

する ンダー ン ー の新 い研究 が 成する です。 プ
ンな環境で分野の を超 た研究のさらなる が されます。

国際 ン ジ を
平成 年 月 日に， ン ラン テル ・ロン ン で

国 シンポジ ムを し， が しました。 の
拠点である ン アル・ レッジ・ロン ンからの 者をは めとする
の研究者らは， ポ 展 を して とその研究に する

理解を めました。 には 者同 の活発な が られ，国 的な
研究 ット クの構 に する な機 となりました。
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文部科学省「令和元年度特別支援教育に関する実践研究充実事業」を受託
し，新学習指導要領に示される資質・能力を育成する学習や評価の在り方
を，地域の方との協働活動や他団体との交流及び共同学習を通じて探求し
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育成」，副題 未来へいかす「決める」 の 年目に取り組みます。子ども
が，根拠をもって自分なりの思いや考えを表出し，他との関わりにより，多
様な視点から自らの思いや考えをよりよいものへと変えて行動できるよう，
“子ども自身が決める授業づくり”の実績を上げていきます。

予想を確認しながら実験する児童

平成 年度から，国立教育政策研究所 教育課程研究校（２年間）の指定
を受け，全ての教科等で伝統文化教育に取り組みました。最終的な目標
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研究の特色ある取り組み



 

本機構は，本学の研究力強化と本学が する を ，地域 ，行 ， 成，医療 ，
のあら る領域に 元し， な ク との実 的な 実 の推進を目的として，平成 年

月に 置した のであり，これまでの「地域 推進 ン 」と「先 科学・ ノベ シ ン推進
機構」を ・統合した のです。
新たな を た新 術 研究成果の 実 ， 生 年 に けた 成 新たな学び
の ，地域との による 々な 題の解決な ，大学から地域 の「 」の 元を， と ，

で構成するグル プ プロジェクト ムが 的に推進します。

 

世代の に

国 ト プク スの研究 ― 先 学・ 共創 進機構 ―
 

本研究所は，優れた省 ・創 性
を発現する の 発を目

指し，本学の強 である 術・研究を結
集して平成 年 月に 立した ので
す。
超分 は， 々の分 では られない

特 な性 ・構 を し，さま まな
の 用が されています。

現在は つのグル プが組 され，
々の研究 題に取り組 ながら，研究

所全体として ト 実現に す
る 新的なナノ ・ の 発を
進めています。

― ナ リ 研究所 ―
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

世界的な研究拠点を形成し全学的な研究力強化につなげることで「世界に誇る金沢大学」
を実現するため，平成 年度から「超然プロジェクト」を実施し，平成 年度までに プロジェクトに対し支援を
実施してきました。平成 年度には，このうち３プロジェクトを基盤とした「ナノ生命科学研究所」構想が，文部科
学省「世界トップレベル研究拠点プログラム」に採択されました。
令和元年度からは新たに下記 件のプロジェクトを対象として，優位性のある研究領域を重点的に支援しています。

高等哺乳動物を用いた脳ダイナミクスの先導的研究拠点の形成
プロジェクトリーダー 医薬保健研究域医学系 教授 河﨑 洋志

太平洋西部縁辺海域における越境汚染の空間変動と
ヒト・生態系への影響評価研究

プロジェクトリーダー 環日本海域環境研究センター 教授 長尾 誠也

古代文明の学際研究の世界的拠点形成
プロジェクトリーダー 新学術創成研究機構 教授 河合 望

文部科学省は，｢我が国全体の学術研究の更なる発展のためには，国公私立大学を問わず大学の研究ポ
テンシャルを活用し，研究者が共同で研究を行う体制を整備することが重要」とし，拠点認定を行ってい
ます。平成 年 月現在，国立大学では 拠点が認定され，本学は次の 拠点が認定されています。

がん進展制御研究所
全国の国立大学附置研究所の中で唯一の「がん研究」に特化した

研究所です。平成 年度に「がんの転移・薬剤耐性に関わる先導
的共同研究拠点」として認定され，医学・薬学・獣医学及び理工学
の幅広い分野の研究者が集結し，がんの悪性化機構の本態解明とそ
の制御による先制医療の実現を目指した研究を推進しています。
 
 
環日本海域環境研究センター
金沢大学の地理的な特色を生かして，環日本海域から東アジアに

おける種々の環境問題の科学的研究による解決に積極的に取り組ん
でいます。平成 年度から「越境汚染に伴う環境変動に関する国際
共同研究拠点」に新たに認定され，これまでの大気・海洋・陸域ごと
の研究を統合して先進的調査研究を推進する「統合環境学」を創成
し，研究成果を世界に発信しています。

― 超然プロジェクト ―
 

世界的研究拠点を目指す

ガバナンス
改革

環日本海域環境研究ｾﾝﾀｰ・臨海実験施設

― 共同利用・共同研究拠点 ―
 

大学の枠を超える

 
がん進展制御研究所
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の ，地域との による 々な 題の解決な ，大学から地域 の「 」の 元を， と ，

で構成するグル プ プロジェクト ムが 的に推進します。
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国 ト プク スの研究 ― 先 学・ 共創 進機構 ―
 

本研究所は，優れた省 ・創 性
を発現する の 発を目

指し，本学の強 である 術・研究を結
集して平成 年 月に 立した ので
す。
超分 は， 々の分 では られない

特 な性 ・構 を し，さま まな
の 用が されています。

現在は つのグル プが組 され，
々の研究 題に取り組 ながら，研究

所全体として ト 実現に す
る 新的なナノ ・ の 発を
進めています。
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世界的な研究拠点を形成し全学的な研究力強化につなげることで「世界に誇る金沢大学」
を実現するため，平成 年度から「超然プロジェクト」を実施し，平成 年度までに プロジェクトに対し支援を
実施してきました。平成 年度には，このうち３プロジェクトを基盤とした「ナノ生命科学研究所」構想が，文部科
学省「世界トップレベル研究拠点プログラム」に採択されました。
令和元年度からは新たに下記 件のプロジェクトを対象として，優位性のある研究領域を重点的に支援しています。

高等哺乳動物を用いた脳ダイナミクスの先導的研究拠点の形成
プロジェクトリーダー 医薬保健研究域医学系 教授 河﨑 洋志

太平洋西部縁辺海域における越境汚染の空間変動と
ヒト・生態系への影響評価研究

プロジェクトリーダー 環日本海域環境研究センター 教授 長尾 誠也

古代文明の学際研究の世界的拠点形成
プロジェクトリーダー 新学術創成研究機構 教授 河合 望

文部科学省は，｢我が国全体の学術研究の更なる発展のためには，国公私立大学を問わず大学の研究ポ
テンシャルを活用し，研究者が共同で研究を行う体制を整備することが重要」とし，拠点認定を行ってい
ます。平成 年 月現在，国立大学では 拠点が認定され，本学は次の 拠点が認定されています。

がん進展制御研究所
全国の国立大学附置研究所の中で唯一の「がん研究」に特化した

研究所です。平成 年度に「がんの転移・薬剤耐性に関わる先導
的共同研究拠点」として認定され，医学・薬学・獣医学及び理工学
の幅広い分野の研究者が集結し，がんの悪性化機構の本態解明とそ
の制御による先制医療の実現を目指した研究を推進しています。
 
 
環日本海域環境研究センター
金沢大学の地理的な特色を生かして，環日本海域から東アジアに

おける種々の環境問題の科学的研究による解決に積極的に取り組ん
でいます。平成 年度から「越境汚染に伴う環境変動に関する国際
共同研究拠点」に新たに認定され，これまでの大気・海洋・陸域ごと
の研究を統合して先進的調査研究を推進する「統合環境学」を創成
し，研究成果を世界に発信しています。

― 超然プロジェクト ―
 

世界的研究拠点を目指す

ガバナンス
改革

環日本海域環境研究ｾﾝﾀｰ・臨海実験施設

― 共同利用・共同研究拠点 ―
 

大学の枠を超える

 
がん進展制御研究所

〇人材育成グループ

社会共創の核となるプロジェクトを推進

●先端学術研究クラスター
●産学・域学連携クラスター
●オープンイノベーションクラスター
●国際連携共同研究クラスター
●人材育成・生涯学習クラスター

先端科学・社会共創推進機構

社会共創を展開する教職員の所属組織
〇学術研究推進グループ
〇社会共創推進グループ
〇国際連携推進グループ

〇法務・知的財産戦略グループ
〇総務・広報グループ

教員・URA・事務職員を複層的に配置

各プロジェクトに担当者を配置して支援

総合マネジメント部門

プロジェクト戦略室

社会共創プラットホーム

円滑な社会共創推進のためのプロジェクトマネジメント

地域連携のワンストップ窓口とし
て、連携推進の中核的役割を担い、
地域の課題解決に取り組む

地域連携推進センター

生  涯   学  習  部  門

地  域  連  携  部  門

様々な連携プロジェクト

大学の「知」を「学び」として地域に還元
・公開講座、ミニ講演、公開｢ｅ｣講座
・社会教育主事講習

地域との課題解決に資する取り組み
・自治体、地域団体との協定締結
・里山里海プロジェクト

・学生の地域活動支援
・アントレプレナーシップ教育
・プレミアムな学びのプログラム

地 域 共 創 推 進 課
事務担当︓研究・社会共創推進部

基礎から応用に至る全領域の研究
支援と、産学官連携により得られ
る研究成果の社会還元を促進

研　究　部　門

本学に優位性のある研究プログラム
・戦略的研究推進プログラム
・超然プロジェクト、先魁プロジェクト

アドミニストレーション部門
 本学の研究力強化を強力に支援
・研究推進グループ
・産学官連携・知的財産グループ
・リサーチ・アドミニストレーター

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリ

設  備   共  同  利  用  推  進  室

イ ン キュ ベ ー ショ ン 施 設
事務担当︓研究・社会共創推進部

研究推進課・産学連携推進課

〇人材育成グループ
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研究の特色ある取り組み



 

□共同研究の状況

□特許活用の状況

  

□企業との連携強化に向けた取組

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

  

 

企業名 協定締結日

 

 
 

 
科研費は，人文・社会科学から自然科学まで，基礎か

ら応用に及ぶあらゆる「学術研究」（研究者の自由な発
想に基づく研究）の発展を目的とする，我が国最大規模
の研究助成制度です。本学では，科研費獲得に向けた支
援を全学的に行っており，平成 30 年度科研費の採択件
数は，870 件（うち新規採択 303 件）となりました。
平成 30 年度の採択件数は，いわゆる旧六大学（金沢

大，千葉大，新潟大，岡山大，長崎大，熊本大）の中で，
平成 28 年度，平成 29 年度に続き 1 位となりました
（採択金額は 2位）。なお，国内研究機関での採択件数
は 13 位（新規のみは 16 位）です。
   

文部科学省事業をはじめとする各種公募事業の採択を受け，先進的な研究活動を行っています。
以下は，平成30年度に採択された主な実績です。

 
 
 
 

＜件数等は，例年秋公表の文部科学省資料に基づく＞
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（年度）

金沢大学が誇る研究者 ― 平成 30 年度の主な受賞 ― 
 

科研費採択状況 

地域イノベーション・エコシステム形成プログラム（文部科学省・平成 30 年度～令和 4年度） 
振動発電を用いたセンサの事業化に向けた研究開発計画＜金沢大学・石川県＞ 

理工研究域電子情報通信学系・准教授 上野 敏幸 

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 2 期「自動運転（システムとサービスの拡張）」
（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構・平成 30年度～令和 4年度）

自動運転技術（レベル 3，4）に必要な認識技術等に関する研究＜金沢大学・中部大学・名城大学＞ 
新学術創成研究機構・教授           菅沼 直樹 

 

主要公募事業の採択実績 

 

賞名 所属・職名 氏名

 平成30年度文部科学大臣表彰・科学技術賞（開発部門）
 　可搬式で高速高性能な 線応力測定装置の開発

 人間社会研究域人間科学系・教授  佐々木　敏彦

 平成30年度文部科学大臣表彰・科学技術賞（研究部門）
 　内分泌臓器としての肝臓の研究

 医薬保健研究域医学系・教授  篁　俊成  

 平成30年度文部科学大臣表彰・科学技術賞（研究部門）
 　ガンマ線偏光天文学の開拓によるガンマ線バーストの研究

 理工研究域数物科学系・教授  米德　大輔

 平成30年度文部科学大臣表彰・若手科学者賞
 　革新的原子間力顕微鏡による生体分子の動的構造に関する研究

 ナノ生命科学研究所・准教授  柴田　幹大

 第 回（平成30年度）日本学術振興会賞
 　高分解能液中原子間力顕微鏡技術の開発とそのサブナノス
 ケール固液界面研究への応用

 ナノ生命科学研究所長・教授  福間　剛士
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自動運転技術（レベル 3，4）に必要な認識技術等に関する研究＜金沢大学・中部大学・名城大学＞ 
新学術創成研究機構・教授           菅沼 直樹 

 

主要公募事業の採択実績 

 

賞名 所属・職名 氏名

 平成30年度文部科学大臣表彰・科学技術賞（開発部門）
 　可搬式で高速高性能な 線応力測定装置の開発

 人間社会研究域人間科学系・教授  佐々木　敏彦

 平成30年度文部科学大臣表彰・科学技術賞（研究部門）
 　内分泌臓器としての肝臓の研究

 医薬保健研究域医学系・教授  篁　俊成  

 平成30年度文部科学大臣表彰・科学技術賞（研究部門）
 　ガンマ線偏光天文学の開拓によるガンマ線バーストの研究

 理工研究域数物科学系・教授  米德　大輔

 平成30年度文部科学大臣表彰・若手科学者賞
 　革新的原子間力顕微鏡による生体分子の動的構造に関する研究

 ナノ生命科学研究所・准教授  柴田　幹大

 第 回（平成30年度）日本学術振興会賞
 　高分解能液中原子間力顕微鏡技術の開発とそのサブナノス
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産学連携



 

な学 の の
講 会や 修事業， 開講 等を し さまざまな学 の 会を し， 人の や社会の に

応 ，生 学 の し 学 の「 」の 創と に します。

学 「職業 力育成プ 」（ ）
学で実施し いる３ のプログラ は，社会人や企業等の ー に応 た実 ・

なプログラ とし 文 学大 の 定を受け います。

イスタープ
業 に 定さ た の 山 を未来に る人材を 成するため， の

かな地域資源を しく し， な の人 との連携により， たなビジネス創出と り る地域 く
りにつな る とがで る人材を育成します。また， 市と 学が 同で出資（ 自 ）し， まで
にない地域と大学の なネット ークを構築し います。

らの人材育成や 者の定着促進に けた取り組みが， 化の地域 の解 を るとともに，
地域の地 創生に し いると さ ，全 イノベーション推進 ネット ークが実施するイノベー
ションネットア ード に い ， 学大 を受 しました。

大学 教育 講
社会教育 事の資 を とし，社会教育 事に めら る資 ・ 力の と，学 を た

くり，活力 るコミ ティの 成に する人材を育成します。
講 の か，県 修・現地 修に けるフィールド ークや ークショップ，コミ ーション力 のた

めの 学 により，地域の生 学 コーディネーターとし の実 力を身に ける とを します。

アン プ ーシップ養成プ
地域資源を く理解・活用し，地域で 業や 用等を創出し，地域の活性化 発展に る とがで
る起業 （アントレプレ ー）や 事業開発 者（イントラプレ ー）を 成するプログラ です。

年度から たに開講します。

大学 開講
の 化， 度化する学 ー に対応し， 人 人の自発 な学 活

を支援するため， い の講 を企 し，生 にわたる学 を ートします。
また， 内， 内に イ を し， 地教育システ を し
，県内全域の学 ー に対応し います。
平成 年度 講 開 受講者 （ 地 受講 ）

教育 「 学 」を開

平成 年 月，志 地域 センター内に「志 学 」を開 しまし
た。 学 は，平成 年 月に金沢大学と志 が した「 るさとの
資源を と ま ・ と くり協定」に ，同 に ける教
育 活 の の推進に け さ たものです。 学 の推進
をは め， や 市 の 等に ける連携も進展さ ，志 の
発展に する教育 活 を 進め い ます。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

病院の内科再編
 

平成 年度に承認された先進医療
 

平成 年度高難度新規医療技術管理部門承認

  

遺伝診療部の設置 

研究シーズ支援
質の高い臨床研究支援を 
目的として 
有望な研究シーズを 
選定し助成 

遺伝診療外来開設
( ) 

がんゲノム医療
がんゲノム医療連携病院に選定 がんゲノム医療連携病院に選定がんゲノム医療連携病院に選定
中核病院と協力 中核病院と協力中核病院と協力

がん遺伝子外来開設( ) がんがん

・病院前乗り入れバス本数の増便 
・バスのエントランスホール内接近表示設置 
・院内図書室開設 
・おくすり相談室開設( ) 

患者満足度向上への取り組み

連携講座，連携大学院， 
臨床薬理，医薬品開発学， 

の 
教育・研修 

臨床研究人材の教育と育成臨床研究人材の教育と育成臨床研究人材の教育と育成

 

( )( )

がんゲノム医療

 

・病院前乗り入れバス本数の増便・病院前乗り入れバス本数の増便
・バスバス
・院内図書室開設院内図書室開設
・おくすり

医師主導治験の推進
質の高い治験を推進するため先
端医療開発センターが支援 

医師主導治験の推進

北陸全域の医療拠点 金沢大学附属病院金沢大学附属病院  

)

ヘリポート整備 ヘリポートヘリポート整備整備
中央診療棟屋上中央診療棟中央診療棟屋上屋上

( ) 

平成 年 月，旧第一内科，
旧第二内科，旧第三内科と区
分していた内科の枠組みを外
し臓器別の 分野に再編しま
した。内科を一体的に運用す
ることで，地域医療機関から
の患者受け入れや， の関連
病院への医師派遣を円滑に推
進するとともに，本学の診療，
教育，研究のさらなる質の向
上を目指します。 

技術等の名称 診療科
ダ・ヴィンチ手術システムを用いたロボット支援胸腔鏡下縦隔腫瘍手術 呼吸器外科
ダ・ヴィンチ手術システムを用いたロボット支援下胸腔鏡下肺悪性腫瘍手 呼吸器外科
多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 眼科
ダ・ヴィンチ手術システムを用いたロボット支援胸腔鏡下食道悪性腫瘍手 胃腸外科
早期発症側弯症に対する growth guidance 法(Shilla手術) 脊椎・脊髄外科
E utero intra artu  reat etn (E ) 産科婦人科
婦人科良性疾患に対するロボット支援下腹腔鏡下膣式子宮全摘術 産科婦人科
副腎癌術後多発骨転移再発に対するミトタンとEDP療法の併用療法 がんセンター

先進医療技術名 診療科
腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術（先進医療A） 産科婦人科
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 附属病院の特色ある取り組み



 

な学 の の
講 会や 修事業， 開講 等を し さまざまな学 の 会を し， 人の や社会の に

応 ，生 学 の し 学 の「 」の 創と に します。

学 「職業 力育成プ 」（ ）
学で実施し いる３ のプログラ は，社会人や企業等の ー に応 た実 ・

なプログラ とし 文 学大 の 定を受け います。

イスタープ
業 に 定さ た の 山 を未来に る人材を 成するため， の

かな地域資源を しく し， な の人 との連携により， たなビジネス創出と り る地域 く
りにつな る とがで る人材を育成します。また， 市と 学が 同で出資（ 自 ）し， まで
にない地域と大学の なネット ークを構築し います。

らの人材育成や 者の定着促進に けた取り組みが， 化の地域 の解 を るとともに，
地域の地 創生に し いると さ ，全 イノベーション推進 ネット ークが実施するイノベー
ションネットア ード に い ， 学大 を受 しました。

大学 教育 講
社会教育 事の資 を とし，社会教育 事に めら る資 ・ 力の と，学 を た

くり，活力 るコミ ティの 成に する人材を育成します。
講 の か，県 修・現地 修に けるフィールド ークや ークショップ，コミ ーション力 のた

めの 学 により，地域の生 学 コーディネーターとし の実 力を身に ける とを します。

アン プ ーシップ養成プ
地域資源を く理解・活用し，地域で 業や 用等を創出し，地域の活性化 発展に る とがで
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を支援するため， い の講 を企 し，生 にわたる学 を ートします。
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教育 「 学 」を開

平成 年 月，志 地域 センター内に「志 学 」を開 しまし
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発展に する教育 活 を 進め い ます。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

病院の内科再編
 

平成 年度に承認された先進医療
 

平成 年度高難度新規医療技術管理部門承認

  

遺伝診療部の設置 

研究シーズ支援
質の高い臨床研究支援を 
目的として 
有望な研究シーズを 
選定し助成 

遺伝診療外来開設
( ) 

がんゲノム医療
がんゲノム医療連携病院に選定 
中核病院と協力 

がん遺伝子外来開設( ) 

・病院前乗り入れバス本数の増便 
・バスのエントランスホール内接近表示設置 
・院内図書室開設 
・おくすり相談室開設( ) 

患者満足度向上への取り組み

連携講座，連携大学院， 
臨床薬理，医薬品開発学， 

の 
教育・研修 

臨床研究人材の教育と育成

 

 

医師主導治験の推進
質の高い治験を推進するため先
端医療開発センターが支援 

北陸全域の医療拠点 金沢大学附属病院  

ヘリポート整備 
中央診療棟屋上

( ) 

平成 年 月，旧第一内科，
旧第二内科，旧第三内科と区
分していた内科の枠組みを外
し臓器別の 分野に再編しま
した。内科を一体的に運用す
ることで，地域医療機関から
の患者受け入れや， の関連
病院への医師派遣を円滑に推
進するとともに，本学の診療，
教育，研究のさらなる質の向
上を目指します。 

技術等の名称 診療科
ダ・ヴィンチ手術システムを用いたロボット支援胸腔鏡下縦隔腫瘍手術 呼吸器外科
ダ・ヴィンチ手術システムを用いたロボット支援下胸腔鏡下肺悪性腫瘍手 呼吸器外科
多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 眼科
ダ・ヴィンチ手術システムを用いたロボット支援胸腔鏡下食道悪性腫瘍手 胃腸外科
早期発症側弯症に対する growth guidance 法(Shilla手術) 脊椎・脊髄外科
E utero intra artu  reat etn (E ) 産科婦人科
婦人科良性疾患に対するロボット支援下腹腔鏡下膣式子宮全摘術 産科婦人科
副腎癌術後多発骨転移再発に対するミトタンとEDP療法の併用療法 がんセンター

先進医療技術名 診療科
腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術（先進医療A） 産科婦人科
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 社会貢献の特色ある取り組み



留
学
生
数

外国政府 国費 私費

本学は，世界 か国 地域の機関と協定を締結し，
なかでも重点的に学生交流・研究交流を行う の重
点交流校を定め，海外の卓越した大学との戦略的な教
育研究連携を推進しています。

学生交流の覚書を締結している交流協定校と相互に学生派遣と受入を行い，また，特別な協定に基づいた政
府派遣留学生の受入や国費外国人留学生の優先配置プログラム等を通じて，日本人学生と外国人留学生が切磋
琢磨し，学び合える環境作りを行っています。

学
生
数
（
人
）

学生交流の覚書を締結している交流協定校と相互
に学生派遣と受入を行い，また，特別な協定に基づ
いた政府派遣留学生の受入や国費外国人留学生の
優先配置プログラム等を通じて，日本人学生と外
国人留学生が切磋琢磨し，学び合える環境作りを
行っています。

留学生と日本人学生の＜学び＞を
通した交流の促進を目的として，
「国際交流ルーム」をキャンパス
内に設置しています。

全学の英語能力向上のた
め，学生・教職員向けに英
語研修プログラムを開講
しています。
（センター設置
平成 年 月）

※

※

さきがけ ほくめい

国際交流を推進しグローバル
人材を育成することを目的に，
角間キャンパス内に外国人
留学生と日本人学生が１つの
ユニット（男女別）で生活
するシェアハウス型の宿舎を
設置しています。

本学では，交流協定校への長期の派遣留学制度，語
学研修や特定のプログラム等による短期留学制度
があり，学生の積極的な参加を呼びかけています。
また，それらの留学を支援する奨学金制度を設け
ています。

アメリカ，イギリス，ドイツ，フランス，フィンラ
ンド，ロシア，中国，台湾，マレーシア，タイ等の
本学交流協定校
（平成 年度参加学生数： 人，うち日本学生
支援機構又は金沢大学の奨学金受給者数： 人）

海
外
派
遣
学
生
数

派遣留学プログラム 語学研修等短期海外研修

ファーストステップ（タイ，ロシア） インターン
シップ（フィリピンイフガオ，カンボジアアンコー
ル遺跡， タイ），エジンバラ大学英語研修ほか
（平成 年度参加学生数： 人、うち日本学生
支援機構又は金沢大学の奨学金受給者数： 人）

平成 年度派遣数： 人
（平成 年度からの派遣数累計： 人）
）

総数266機関 (45か国 1地域)

アジア
ヨーロッパ

北米
中南米
ロシア

オセアニア
中東

アフリカ
国際機関

計

 

学卒者（若者）の地元定着に向けた つの「地域思考型教育」つの「地域思考型教育」つの「地域思考型教育」

地域を知り、その価値を学ぶ 教材「地域創生概論」

リアルな「人」と「企業」の魅力に触れる 共創インターンシップ

地域発起業家の養成＆起業の場の構築

「地域思考型教育」による地域定着，雇用増に向けた５年間の取り組みにより
石川県内の就職率 ％向上 を目指す

地域から始まる若者のイノベーション発出の場を「いしかわ」に構
築すべく， イノバエモーション をスローガン
にさまざまな取り組みを展開。起業プロセスを経験し，夢と志を実
現する力を身につける学生起業塾「いしかわ未来アカデミー」や，
同アカデミー修了生らが地域ベンチャー支援者にプレゼンするビ
ジネスアイディアコンテストを実施。平成 年度には，同アカデ
ミー修了生により，１社が法人化を達成した。

教材「地域創生概論」で石川の文化・地域資源の理解を促
す。平成 年度から，金沢市との連携によりスマートフォン
アプリを利用した受講にも対応。金沢大学だけでなく，金沢工業
大学・石川県立看護大学・石川県立大学・金沢星稜大学・北陸大
学・金沢学院大学・金城大学の県内 大学約 人が受講

学生のキャリア・ライフ・デザイン開発をベースに，県内の優
良企業，地域で活躍する社会人とのマッチングを実施。教育フ
ィールドの地域特性を生かしたインターンシップを開発する。
県と共同で開催したインターンシップフェスには本学から

名 が，全体で 名の学生が参加した（平成 年
月）。

３

事業を推進するため，県内の全自治体と 大学，１８の企業・団体等の
連携により発足（平成 年 月 日）。
オールいしかわ体制で県内の大学生をバックアップし、学生の県内定着に取り
組んでいます。

（会長：山崎光悦金沢大学長）

いしかわ学生定着推進協議会マスコットキャラクター いしかくん

２

１
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社会貢献の特色ある取り組み



留
学
生
数

外国政府 国費 私費

本学は，世界 か国 地域の機関と協定を締結し，
なかでも重点的に学生交流・研究交流を行う の重
点交流校を定め，海外の卓越した大学との戦略的な教
育研究連携を推進しています。

学生交流の覚書を締結している交流協定校と相互に学生派遣と受入を行い，また，特別な協定に基づいた政
府派遣留学生の受入や国費外国人留学生の優先配置プログラム等を通じて，日本人学生と外国人留学生が切磋
琢磨し，学び合える環境作りを行っています。

学
生
数
（
人
）

学生交流の覚書を締結している交流協定校と相互
に学生派遣と受入を行い，また，特別な協定に基づ
いた政府派遣留学生の受入や国費外国人留学生の
優先配置プログラム等を通じて，日本人学生と外
国人留学生が切磋琢磨し，学び合える環境作りを
行っています。

留学生と日本人学生の＜学び＞を
通した交流の促進を目的として，
「国際交流ルーム」をキャンパス
内に設置しています。

全学の英語能力向上のた
め，学生・教職員向けに英
語研修プログラムを開講
しています。
（センター設置
平成 年 月）

※

※

さきがけ ほくめい

国際交流を推進しグローバル
人材を育成することを目的に，
角間キャンパス内に外国人
留学生と日本人学生が１つの
ユニット（男女別）で生活
するシェアハウス型の宿舎を
設置しています。

本学では，交流協定校への長期の派遣留学制度，語
学研修や特定のプログラム等による短期留学制度
があり，学生の積極的な参加を呼びかけています。
また，それらの留学を支援する奨学金制度を設け
ています。

アメリカ，イギリス，ドイツ，フランス，フィンラ
ンド，ロシア，中国，台湾，マレーシア，タイ等の
本学交流協定校
（平成 年度参加学生数： 人，うち日本学生
支援機構又は金沢大学の奨学金受給者数： 人）

海
外
派
遣
学
生
数

派遣留学プログラム 語学研修等短期海外研修

ファーストステップ（タイ，ロシア） インターン
シップ（フィリピンイフガオ，カンボジアアンコー
ル遺跡， タイ），エジンバラ大学英語研修ほか
（平成 年度参加学生数： 人、うち日本学生
支援機構又は金沢大学の奨学金受給者数： 人）

平成 年度派遣数： 人
（平成 年度からの派遣数累計： 人）
）

総数266機関 (45か国 1地域)

アジア
ヨーロッパ

北米
中南米
ロシア

オセアニア
中東

アフリカ
国際機関

計

 

学卒者（若者）の地元定着に向けた つの「地域思考型教育」

地域を知り、その価値を学ぶ 教材「地域創生概論」

リアルな「人」と「企業」の魅力に触れる 共創インターンシップ

地域発起業家の養成＆起業の場の構築

「地域思考型教育」による地域定着，雇用増に向けた５年間の取り組みにより
石川県内の就職率 ％向上 を目指す

地域から始まる若者のイノベーション発出の場を「いしかわ」に構
築すべく， イノバエモーション をスローガン
にさまざまな取り組みを展開。起業プロセスを経験し，夢と志を実
現する力を身につける学生起業塾「いしかわ未来アカデミー」や，
同アカデミー修了生らが地域ベンチャー支援者にプレゼンするビ
ジネスアイディアコンテストを実施。平成 年度には，同アカデ
ミー修了生により，１社が法人化を達成した。

教材「地域創生概論」で石川の文化・地域資源の理解を促
す。平成 年度から，金沢市との連携によりスマートフォン
アプリを利用した受講にも対応。金沢大学だけでなく，金沢工業
大学・石川県立看護大学・石川県立大学・金沢星稜大学・北陸大
学・金沢学院大学・金城大学の県内 大学約 人が受講

学生のキャリア・ライフ・デザイン開発をベースに，県内の優
良企業，地域で活躍する社会人とのマッチングを実施。教育フ
ィールドの地域特性を生かしたインターンシップを開発する。
県と共同で開催したインターンシップフェスには本学から

名 が，全体で 名の学生が参加した（平成 年
月）。

３

事業を推進するため，県内の全自治体と 大学，１８の企業・団体等の
連携により発足（平成 年 月 日）。
オールいしかわ体制で県内の大学生をバックアップし、学生の県内定着に取り
組んでいます。

（会長：山崎光悦金沢大学長）

いしかわ学生定着推進協議会マスコットキャラクター いしかくん
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留学・国際交流の状況



 

  
大学院生を とした学生 ーターのラー ング・アド イ ー A ，留 

学生の学修 ートを行う留学生ラー ング・ ンシ ル S ，ア  
デ ック・アド イ ー（修学支援 当 ）が学修に関する な みに  

し す。ラン ョン ーや個人相談を通し，入学 後から大学での学び 
を支援する体制を してい す。 ※ 業期間 を  

   間・ ：月～金（13 00～18 00）， 書 ・ 科学 書 1 S のみ   
    者：ア デ ック・アド イ ー，ラー ング・アド イ ー（ A）， 

 留学生ラー ング・ ンシ ル （ S）  
  体の内 ：①学生に する学 支援， ート・ の書き方，プ ンテーションの方法 

         ② の受け方， ートのとり方，テ ストの み方，資 の し方，外国 学 支援 

  「よる っし」は，金 の方 で「 っていきなさい」，「 ってみ か」 
 という です。 に っていけるようにと ブタイトルに取り入れ した。 
  間と ： 業期間 の平日， 合 育 2  
  受付 ： ， ールで 受付が  
  相談体制等： 及び学生相談 による相談体制 
        に じ 分野の や保 ンターな を紹介する と あり 
  内  等： みや相談に じてアド イスや ートを実施 
        相談内 は  

 全学 な がい学生支援体制の のた ，平成 27 年度に し した。 が 
い学生の ー を し， がいの に じて ートテイ ー， ンテイ  
ーや学 支援 ーターの な ， な 育上の や支援を行ってい す。 

 日本 な英 の イティ ス ー ーが，アド イ ールームに してい す。日 に英
会 が な として，英 による ーション の向上や，留学相談等の で の学生
が れ，留学の や なアド イスを行い，留学の後 しをしてい す。 

 
 

学域学生に いては学資 者の ・ 
 により，大学院学生に いては  
 な 及び優秀な学業成績により，  

の上，入学 の全額， は半額を  
する制度や入学 の 入を する制度 
があり す。 
 

な によって 業 の 付が 
困難な学生で，か 学業成績優秀と  
られる学生には の上， 業 の全額， 
半額 は一部を する制度があり す。 

 

全額
半額

全額
半額

※前期4月～9月，後期10月～3月

計修士・博士課程学士課程
平成30年度 業 実施 （名）

平成30年度入学 実施 （名）

分
前期前期

後期
0
4
0

計修士・博士課程
後期

0

194
114

後期
181
176

前期
713
196

後期
706
372

19
82

後期
2

196

4
0

前期
1
28
1313

前期
14
28
0

分
学士課
前期

1
0

本学の卒業生・修了生等で，海外の
高等教育機関に所属し，本学の国際化
の推進を支援する教員等に委嘱し，
海外現地での学生募集，派遣学生のフォローアッ
プや国際共同研究の推進等の支援を得ています。

・大学院生研究交流会
大学院生同士の研究交流会
の開催を促進しています。
実績例：ベルギー・ゲント
（平成 年 月），
中国・北京（同 月），中国・
上海（平成 年 月）

コラボラティブ・プロフェッサー制度

学外者に「海外レジデントアドバイザー」，「国
際インターンシップアドバイザー」又は「留学
生支援地域アドバイザー」を委嘱しています。

国際交流アドバイザー制度

国際連携強化教員

は，
カ国の大学が加盟する国際大学連合です。本学は，

加盟大学に，日本，中国，韓国の カ国の大
学を加えた に加盟し，世界各地域
と学生交流，研究者交流や共同研究を積極的に実施
しています。

若手研究者を中心とした研究交
流を促進しています。
実績例：ベルギー・ゲント大学，
フランス・ストラスブール大学，
ロシア・カザン連邦大学，タイ・
プリンスオブソンクラ大学

国立六大学国際連携機構（ ）
千葉大，新潟大，岡山大，長崎大，熊
本大と連携し，各大学の強みを生かし
て，国際的プレゼンスの向上を図って
います。
共同学生交流プログラムの実施
海外の有力大学連合（ 等）との交流推進
国際化に資するための共同事業

海外同窓会
アメリカ支部（ ），
ベトナム（ ），ミャ
ンマー（ ），タイ
（ ），中国（ ），
インドネシア（ ）

・国際共同シンポジウム

海外に強いネットワークを持つ学内者に任命
し，国際化推進を強化しています。

留学・国際交流の拡大を多面的に支えるネットワークとサポーター

本学では，現地学生のリクルートや現地入試，留学のためのサポート，現地との共同研究や海外インターン
シップ等の拠点として， カ所の海外リエゾンオフィスを設置しています。平成３０年度には，新たに重
点交流校であるプリンスオブソンクラ大学（タイ），デュッセルドルフ大学（ドイツ），カザン連邦大学（ロ
シア）にオフィスを新設し，ネットワークの拡充を進めています。

海外リエゾンオフィス

国際化を加速する事業
・大学の世界展開力強化事業（ロシア）
（平成 ～令和 年度）
ロシアの連携機関と学生交流プログラム（文
化，理工系分野，医学系分野）を実施し，日露
をつなぐリーダー人材を育成します。将来的に
は，大学間交流を地域間交流に展開します。

・留学生就職促進
プログラム

（平成２９～令和３年度）

・日本海外留学拠点
連携推進事業

（令和元年度～）
※採択機関：岡山大学

文化交流プログラムで神輿
を担ぐロシアからの留学生

海外拠点を活用した世界トップレベル大学等との研究交流

帰国留学生の交流ネット
ワーク構築の支援をして
います。また，各同窓会の
代表者が一堂に会する同
窓会総会を隔年で実施して
います。
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留学・国際交流の状況



 

  
大学院生を とした学生 ーターのラー ング・アド イ ー A ，留 

学生の学修 ートを行う留学生ラー ング・ ンシ ル S ，ア  
デ ック・アド イ ー（修学支援 当 ）が学修に関する な みに  

し す。ラン ョン ーや個人相談を通し，入学 後から大学での学び 
を支援する体制を してい す。 ※ 業期間 を  

   間・ ：月～金（13 00～18 00）， 書 ・ 科学 書 1 S のみ   
    者：ア デ ック・アド イ ー，ラー ング・アド イ ー（ A）， 

 留学生ラー ング・ ンシ ル （ S）  
  体の内 ：①学生に する学 支援， ート・ の書き方，プ ンテーションの方法 

         ② の受け方， ートのとり方，テ ストの み方，資 の し方，外国 学 支援 

  「よる っし」は，金 の方 で「 っていきなさい」，「 ってみ か」 
 という です。 に っていけるようにと ブタイトルに取り入れ した。 
  間と ： 業期間 の平日， 合 育 2  
  受付 ： ， ールで 受付が  
  相談体制等： 及び学生相談 による相談体制 
        に じ 分野の や保 ンターな を紹介する と あり 
  内  等： みや相談に じてアド イスや ートを実施 
        相談内 は  

 全学 な がい学生支援体制の のた ，平成 27 年度に し した。 が 
い学生の ー を し， がいの に じて ートテイ ー， ンテイ  
ーや学 支援 ーターの な ， な 育上の や支援を行ってい す。 

 日本 な英 の イティ ス ー ーが，アド イ ールームに してい す。日 に英
会 が な として，英 による ーション の向上や，留学相談等の で の学生
が れ，留学の や なアド イスを行い，留学の後 しをしてい す。 

 
 

学域学生に いては学資 者の ・ 
 により，大学院学生に いては  
 な 及び優秀な学業成績により，  

の上，入学 の全額， は半額を  
する制度や入学 の 入を する制度 
があり す。 
 

な によって 業 の 付が 
困難な学生で，か 学業成績優秀と  
られる学生には の上， 業 の全額， 
半額 は一部を する制度があり す。 

 

全額
半額

全額
半額

※前期4月～9月，後期10月～3月

計修士・博士課程学士課程
平成30年度 業 実施 （名）

平成30年度入学 実施 （名）

分
前期前期

後期
0
4
0

計修士・博士課程
後期

0

194
114

後期
181
176

前期
713
196

後期
706
372

19
82

後期
2

196

4
0

前期
1
28
1313

前期
14
28
0

分
学士課
前期

1
0

本学の卒業生・修了生等で，海外の
高等教育機関に所属し，本学の国際化
の推進を支援する教員等に委嘱し，
海外現地での学生募集，派遣学生のフォローアッ
プや国際共同研究の推進等の支援を得ています。

・大学院生研究交流会
大学院生同士の研究交流会
の開催を促進しています。
実績例：ベルギー・ゲント
（平成 年 月），
中国・北京（同 月），中国・
上海（平成 年 月）

コラボラティブ・プロフェッサー制度

学外者に「海外レジデントアドバイザー」，「国
際インターンシップアドバイザー」又は「留学
生支援地域アドバイザー」を委嘱しています。

国際交流アドバイザー制度

国際連携強化教員

は，
カ国の大学が加盟する国際大学連合です。本学は，

加盟大学に，日本，中国，韓国の カ国の大
学を加えた に加盟し，世界各地域
と学生交流，研究者交流や共同研究を積極的に実施
しています。

若手研究者を中心とした研究交
流を促進しています。
実績例：ベルギー・ゲント大学，
フランス・ストラスブール大学，
ロシア・カザン連邦大学，タイ・
プリンスオブソンクラ大学

国立六大学国際連携機構（ ）
千葉大，新潟大，岡山大，長崎大，熊
本大と連携し，各大学の強みを生かし
て，国際的プレゼンスの向上を図って
います。
共同学生交流プログラムの実施
海外の有力大学連合（ 等）との交流推進
国際化に資するための共同事業

海外同窓会
アメリカ支部（ ），
ベトナム（ ），ミャ
ンマー（ ），タイ
（ ），中国（ ），
インドネシア（ ）

・国際共同シンポジウム

海外に強いネットワークを持つ学内者に任命
し，国際化推進を強化しています。

留学・国際交流の拡大を多面的に支えるネットワークとサポーター

本学では，現地学生のリクルートや現地入試，留学のためのサポート，現地との共同研究や海外インターン
シップ等の拠点として， カ所の海外リエゾンオフィスを設置しています。平成３０年度には，新たに重
点交流校であるプリンスオブソンクラ大学（タイ），デュッセルドルフ大学（ドイツ），カザン連邦大学（ロ
シア）にオフィスを新設し，ネットワークの拡充を進めています。

海外リエゾンオフィス

国際化を加速する事業
・大学の世界展開力強化事業（ロシア）
（平成 ～令和 年度）
ロシアの連携機関と学生交流プログラム（文
化，理工系分野，医学系分野）を実施し，日露
をつなぐリーダー人材を育成します。将来的に
は，大学間交流を地域間交流に展開します。

・留学生就職促進
プログラム

（平成２９～令和３年度）

・日本海外留学拠点
連携推進事業

（令和元年度～）
※採択機関：岡山大学

文化交流プログラムで神輿
を担ぐロシアからの留学生

海外拠点を活用した世界トップレベル大学等との研究交流

帰国留学生の交流ネット
ワーク構築の支援をして
います。また，各同窓会の
代表者が一堂に会する同
窓会総会を隔年で実施して
います。
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学習支援

経済支援



 

 本学の平成 30 年度 業者（学士課程）の就職率（就職 定者 就職 者 100）は 98 9 と，前
年に続き い 準で してい す。 た，「大学で学 分野を っと たい」という学
究 の あ れる学生や「法 を 指したい」という学生には，大学院 学の が開かれてい す。 
 の は，人間 会学域は官公 の就職者が ， 学域は 63 が大学院に 学して り，

保 学域は 機関 の就職者が い とが られ す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

合職 種 16名（国 大学17位） 法 1名

一 職 種 147名（国 大学 位） 102名（合 率96 ）

職 31名（合 者全体の31 ） 3 名（合 率97 ）

金 市職 37名（合 者全体の 6 ） 護 77名（合 率99 ）

地方公務
（一部）

国 公務

26名

146名

区　　分 日　　程 対象学年 行　　事
11月 2年
4月 3年，修士1年
6月 インターンシップガイダンス
4月～11月 キャリア支援イベント

    12月 OB・OG交流会
10月～2月 就職ガイダンス
10月～1月 業界・職種研究ガイダンス
3月に計5日間開催 業界・企業研究会
2月 OB・OG懇談会
3月～7月 面接練習会
9月 合同企業説明会
11月 3年，修士1年 公務員ガイダンス

4月～2月
3年，修士1年
4年，修士2年

官公庁説明会

6月 公務員ガイダンス
3月～7月 面接練習会
10月～11月 3年，修士1年 教員就職ガイダンス

4月～12月
3年，修士1年
4年，修士2年

教員採用試験説明会

6月 4年，修士2年 教員採用試験練習会

進路ガイダンス

全学年

　民間企業志望者
　向けプログラム

　教員志望者向け
　プログラム

　公務員志望者向
　けプログラム

共通プログラム

4年，修士2年

3年，修士1年

4年，修士2年

 

 
 
 

 本学が取り扱う奨学金は，日本学生 
支援機構奨学金，地方公共団体及び民 
間育英団体の奨学金です。奨学生の条 
件は，主に学業成績が優秀で学資支弁 
が困難である者です。 
 

〔平成 30 年度の実績〕 
 〇 法務研究科学生奨励支援  月額５万円 ： 名
 〇 異分野融合型人材育成「大学院 S プログラム」奨学金  月額５万円 ：1 名 

〇 スタディーアブロード奨学金 
・大学院研究交流枠（派遣）（学会，研修，研究及びラボローテーション等） ：77 名 

  留学期間 7 日以内 万円，8 日以上 1 年以内 JASSO と同額・同じ給付期間※１ 
  ・学域・大学院派遣枠 （派遣留学） ：26 名 

①JASSO の成績基準を満たす者：JASSO と同額・同じ給付期間※１ 
②同上を満たさない者： JASSO と同額を 1 ヶ月分のみ支給 

・学域・大学院派遣枠 ・  ：131 名 
 （  JASSO に採択された本学の公式海外派遣プログラム）JASSO と同額・同じ給付期間※１ 
 （  本学の公式海外派遣プログラム，個人留学，その他の海外研修） 

     JASSO の月額 1 万円減を留学期間に関わらず 1 ヶ月分のみ支給※２ 
・外部奨学金獲得支援枠（派遣留学，個人留学） ：17 名 

     東京：2 ,000 円，その他の地域：国内交通費相当分 
・在籍延長支援枠 ：前期 24 名，後期 26 名 

 （海外留学により，修業年限（標準修業年限）を超えて在籍する学生）年額： 0 万円（半期：2 万円） 
  ・派遣留学報告会アワード ：3 グループ（3 名） 
 （派遣留学報告会で優秀な発表を行った者） 1 位： 万円，2 位：3 万円，3 位：2 万円 

※１ 月額 指定都市 10 万円，甲地域 8 万円，乙地域 7 万円，丙地域 6 万円 
※２ 月額 指定都市 9 万円，甲地域 7 万円，乙地域 6 万円，丙地域 万円 

 〇 官民協働海外留学支援制度 ～トビタテ！留学 JA A  日本代表プログラム～ 
 
 
    
 
 

30 年度実績： 第８期 全国枠 7 名， 地域枠 1 名 計 8 名  
 第９期 全国枠 1０名， 地域枠 4 名 計 14名  

 

・就職ガイダンスの開催 
・就職個別相談の実施 
・インターンシップ受入先の紹介 
・インターンシップ参加手続き 
・業界・企業研究会等の就職支援プログラム実施 
・求人情報の提供 
・就職活動関連書籍や の貸出し 
・学生向け就職ハンドブックの発行 
・保護者向け，企業向け刊行物の発行 ほか 

 

平成30年10月1日現在

事項 学士課程 修士・博士課程 計

学生数 7,821名 2,309名 10,130名

利用者数 2,240名 469名  2,709名

利用率 28 20 26

日本学生支援機構（JASSO）奨学金（第一種，第二種）利用者数

ｐ21　卒業者進路状況

人間社会学域（計 人）

人文学類（ 人）

法学類（ 人）

経済学類（ 人）

学校教育学類（ 人）

地域創造学類（ 人）

国際学類（ 人）

理工学域（計 人）

数物科学類（ 人）

物質化学類（ 人）

機械工学類（ 人）

電子情報学類（ 人）

環境デザイン学類（ 人）

自然システム学類（ 人）

医薬保健学域（計 人）
医学類（ 人）
薬学類（ 人）

創薬科学類（ 人）
保健学類（ 人）

進学 民間企業 官公庁 教員 独立行政法人等 その他の就職 臨床研修医 その他
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経済支援



 

 本学の平成 30 年度 業者（学士課程）の就職率（就職 定者 就職 者 100）は 98 9 と，前
年に続き い 準で してい す。 た，「大学で学 分野を っと たい」という学
究 の あ れる学生や「法 を 指したい」という学生には，大学院 学の が開かれてい す。 
 の は，人間 会学域は官公 の就職者が ， 学域は 63 が大学院に 学して り，

保 学域は 機関 の就職者が い とが られ す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

合職 種 16名（国 大学17位） 法 1名

一 職 種 147名（国 大学 位） 102名（合 率96 ）

職 31名（合 者全体の31 ） 3 名（合 率97 ）

金 市職 37名（合 者全体の 6 ） 護 77名（合 率99 ）

地方公務
（一部）

国 公務

26名

146名

 

 
 
 

 本学が取り扱う奨学金は，日本学生 
支援機構奨学金，地方公共団体及び民 
間育英団体の奨学金です。奨学生の条 
件は，主に学業成績が優秀で学資支弁 
が困難である者です。 
 

〔平成 30 年度の実績〕 
 〇 法務研究科学生奨励支援  月額５万円 ： 名
 〇 異分野融合型人材育成「大学院 S プログラム」奨学金  月額５万円 ：1 名 

〇 スタディーアブロード奨学金 
・大学院研究交流枠（派遣）（学会，研修，研究及びラボローテーション等） ：77 名 

  留学期間 7 日以内 万円，8 日以上 1 年以内 JASSO と同額・同じ給付期間※１ 
  ・学域・大学院派遣枠 （派遣留学） ：26 名 

①JASSO の成績基準を満たす者：JASSO と同額・同じ給付期間※１ 
②同上を満たさない者： JASSO と同額を 1 ヶ月分のみ支給 

・学域・大学院派遣枠 ・  ：131 名 
 （  JASSO に採択された本学の公式海外派遣プログラム）JASSO と同額・同じ給付期間※１ 
 （  本学の公式海外派遣プログラム，個人留学，その他の海外研修） 

     JASSO の月額 1 万円減を留学期間に関わらず 1 ヶ月分のみ支給※２ 
・外部奨学金獲得支援枠（派遣留学，個人留学） ：17 名 

     東京：2 ,000 円，その他の地域：国内交通費相当分 
・在籍延長支援枠 ：前期 24 名，後期 26 名 

 （海外留学により，修業年限（標準修業年限）を超えて在籍する学生）年額： 0 万円（半期：2 万円） 
  ・派遣留学報告会アワード ：3 グループ（3 名） 
 （派遣留学報告会で優秀な発表を行った者） 1 位： 万円，2 位：3 万円，3 位：2 万円 

※１ 月額 指定都市 10 万円，甲地域 8 万円，乙地域 7 万円，丙地域 6 万円 
※２ 月額 指定都市 9 万円，甲地域 7 万円，乙地域 6 万円，丙地域 万円 

 〇 官民協働海外留学支援制度 ～トビタテ！留学 JA A  日本代表プログラム～ 
 
 
    
 
 

30 年度実績： 第８期 全国枠 7 名， 地域枠 1 名 計 8 名  
 第９期 全国枠 1０名， 地域枠 4 名 計 14名  

 

・就職ガイダンスの開催 
・就職個別相談の実施 
・インターンシップ受入先の紹介 
・インターンシップ参加手続き 
・業界・企業研究会等の就職支援プログラム実施 
・求人情報の提供 
・就職活動関連書籍や の貸出し 
・学生向け就職ハンドブックの発行 
・保護者向け，企業向け刊行物の発行 ほか 

 

平成30年10月1日現在

事項 学士課程 修士・博士課程 計

学生数 7,821名 2,309名 10,130名

利用者数 2,240名 469名  2,709名

利用率 28 20 26

日本学生支援機構（JASSO）奨学金（第一種，第二種）利用者数

ｐ21　卒業者進路状況

人間社会学域（計 人）

人文学類（ 人）

法学類（ 人）

経済学類（ 人）

学校教育学類（ 人）

地域創造学類（ 人）

国際学類（ 人）

理工学域（計 人）

数物科学類（ 人）

物質化学類（ 人）

機械工学類（ 人）

電子情報学類（ 人）

環境デザイン学類（ 人）

自然システム学類（ 人）

医薬保健学域（計 人）
医学類（ 人）
薬学類（ 人）

創薬科学類（ 人）
保健学類（ 人）

進学 民間企業 官公庁 教員 独立行政法人等 その他の就職 臨床研修医 その他
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進学・就職状況



 

率 試 （平成 年度入試）

 
 
 

入学
（平成 年度入試）

 

学域・ 学類が，みなさんの可能性を広げます。
募集人員（令和 年度入試）

志願倍率（平成 年度入試）
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進学・就職状況



 

率 試 （平成 年度入試）

 
 
 

入学
（平成 年度入試）

 

学域・ 学類が，みなさんの可能性を広げます。
募集人員（令和 年度入試）

志願倍率（平成 年度入試）
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2019年度

B＝上段は入学者数
A＝下段は入学志願者数 を示す

北陸 3県を中心に
全国から入学者が
集まる総合大学

（注） 県別とは，出身高等学校等の
 所在地によるものとする。

19
127その他

入学者　　　1,775人

入学志願者　5,585人
全体数

［県別入学者数（2019年度）］
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教育 経費の （単位： 円）

人 人 人

約 円 約 円 約 円
教員人件費については，教育を 的とした部 に 属する教員の人件費です。

職員人件費については，学 部及び 学域に る学 職員の人件費です。

教育研究支 経費
教育経費

教員人件費
職員人件費

学

学 一人当たりの教育 経費

研究 経費の （単位： 円）

人 人 人

約 円 約 円 約 円

研究経費
外部資金

教員

教員一人当たりの研究 経費

平成 年度の学 の教育に要した経費は約
億円となり，平成 年度に比べて，約 億

円 しました。
この教育 経費を

が学 の教育 的に
した金額となります。これらは，本学が る「

と 能 ， して国 と
を する人 性 かな人 の育成」という教育
の 成のために活 しています。

教育 経費について

研究 経費について

平成 年度の研究に要した経費は約 億
円となり，平成 年度に比べ，約 億円減少
しました。
この研究 経費を

となります。

附属病院について
附属病院収支が であり， の事業 の大きさか

らも大学 体の財務運営に える は大きく， で安定的な病院経営が です。
のため，経営状況についての分 と れに基 く 収に向 たさま まな り の 施， 及び 務 約の
し等による コストの削減など，更なる経営改 に向 て努 しています。

部 学大 の を るまでは，金額等の変更が ることがあります。

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

収入

億円

（ ） （ ）
（ ）

診療経費
（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ） （ ）

支出

億円

（単位：億円）

 

収支差 億円は，次年度繰越等となります。

本学の です。金沢大
学の予算額を地方自治体の令和元年度一般会計予算額
と比較すると，石川県の約 ／ ，金沢市の約１／３
となっています。

【令和元年度 一般会計当初予算額】

約 億円 約 億円

約 億円 約 億円

本学の石川県への経済波及効果については，北陸新
幹線の開通による波及効果の という推計もある
ことから，地域経済の活性化に大きく貢献していると
いえます。

運営費交付金について

金沢大学の財務状況
の財務状況

運営費交付金は大学の業務運営の基盤となる財源とし
て，国から毎事業年度交付されます。
平成 年度は約 億円が交付され，これは

に相当します。
平成 年度の本学への運営費交付金は，基幹経費及び

機能強化経費の減額により，
しています。

国の厳しい財政状況により，本学の大学運営の基盤とな
る基幹運営費交付金は減少傾向にあり，この減少分を補う
べく，引き続き安定した自己収入の確保，外部資金の更な
る獲得及び業務コストの削減に努め，財政基盤の強化を図
っていきます。

運営費交付金には，①大学運営の基盤となる「基幹運営費交付金」，②
大学独自のプロジェクトや大学改革などに充てる「機能強化経費」，③退
職手当や特殊要因等の変動的な経費として「特殊要因経費」があります。

【石川県に及ぼす経済波及効果】

自治体との比較について

（平成 年 月 本学教員の研究データによる）

速報値：収支決算ベース

基幹経費 機能強化経費 特殊要因経費

（億円）

運営費
交付金
収入

（ ）
施設整備費
収入

（ ）

補助金等収入
（ ）

授業料等収入
（ ）

附属病院収入
（ ）

外部資金収入

（ ）

借入金収入
（ ）

雑収入等
（ ）

収入

億円

教育研究
経費

（ ）

診療経費
（ ）

施設整備費
（ ）

補助金等
（ ）

外部資金支出
（ ）

借入金償還金
（ ）

収支差
（ ）

人件費
（教職員等）

人件費
（看護師等）

支出

億円

（単位：億円）
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財務状況



 

教育 経費の （単位： 円）

人 人 人

約 円 約 円 約 円
教員人件費については，教育を 的とした部 に 属する教員の人件費です。

職員人件費については，学 部及び 学域に る学 職員の人件費です。

教育研究支 経費
教育経費

教員人件費
職員人件費

学

学 一人当たりの教育 経費

研究 経費の （単位： 円）

人 人 人

約 円 約 円 約 円

研究経費
外部資金

教員

教員一人当たりの研究 経費

平成 年度の学 の教育に要した経費は約
億円となり，平成 年度に比べて，約 億

円 しました。
この教育 経費を

が学 の教育 的に
した金額となります。これらは，本学が る「

と 能 ， して国 と
を する人 性 かな人 の育成」という教育
の 成のために活 しています。

教育 経費について

研究 経費について

平成 年度の研究に要した経費は約 億
円となり，平成 年度に比べ，約 億円減少
しました。
この研究 経費を

となります。

附属病院について
附属病院収支が であり， の事業 の大きさか

らも大学 体の財務運営に える は大きく， で安定的な病院経営が です。
のため，経営状況についての分 と れに基 く 収に向 たさま まな り の 施， 及び 務 約の
し等による コストの削減など，更なる経営改 に向 て努 しています。

部 学大 の を るまでは，金額等の変更が ることがあります。

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

収入

億円

（ ） （ ）
（ ）

診療経費
（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ） （ ）

支出

億円

（単位：億円）

 

収支差 億円は，次年度繰越等となります。

本学の です。金沢大
学の予算額を地方自治体の令和元年度一般会計予算額
と比較すると，石川県の約 ／ ，金沢市の約１／３
となっています。

【令和元年度 一般会計当初予算額】

約 億円 約 億円

約 億円 約 億円

本学の石川県への経済波及効果については，北陸新
幹線の開通による波及効果の という推計もある
ことから，地域経済の活性化に大きく貢献していると
いえます。

運営費交付金について

金沢大学の財務状況
の財務状況

運営費交付金は大学の業務運営の基盤となる財源とし
て，国から毎事業年度交付されます。
平成 年度は約 億円が交付され，これは

に相当します。
平成 年度の本学への運営費交付金は，基幹経費及び

機能強化経費の減額により，
しています。

国の厳しい財政状況により，本学の大学運営の基盤とな
る基幹運営費交付金は減少傾向にあり，この減少分を補う
べく，引き続き安定した自己収入の確保，外部資金の更な
る獲得及び業務コストの削減に努め，財政基盤の強化を図
っていきます。

運営費交付金には，①大学運営の基盤となる「基幹運営費交付金」，②
大学独自のプロジェクトや大学改革などに充てる「機能強化経費」，③退
職手当や特殊要因等の変動的な経費として「特殊要因経費」があります。

【石川県に及ぼす経済波及効果】

自治体との比較について

（平成 年 月 本学教員の研究データによる）

速報値：収支決算ベース

基幹経費 機能強化経費 特殊要因経費

（億円）

運営費
交付金
収入

（ ）
施設整備費
収入
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補助金等収入
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授業料等収入
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人件費
（教職員等）
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（単位：億円）
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◆ 教員人事制度

リサーチプロ 
フェッサー制 
平成 年 月 日導入 
 

優れた教員の確保・研究環境の整備のため,リサーチプロフェ
ッサー制（主として研究に専念する教員・「招へい型」「登用型」
「若手型」「拠点型（ ）」の４類型）を導入 

  招へい型 名 
  登用型  名 
  若手型  名 
  拠点型  名 
 

平成 年 月 日導入 
 

他の機関との協定に基づき，本学又は相手機関の職員がそれぞ
れの身分を保有したまま，本学又は相手機関の常勤の職員とし
て業務に従事できるｺﾝｶﾚﾝﾄ･ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ制度を導入 

年俸制 
平成 年 月 日導入 

獲得した競争的資金に係る間接経費の額に応じて，年俸額を
加算する等,業績を処遇に適切に反映する仕組みを設けた年
俸制を導入（ 年度から新たな年俸制も導入） 

 名 
 ※全教員の約 ％ 

  名 

研究パートナー制度
 子育て・介護中の研究活動支援として，研 
 究データ解析，実験補助，文献調査，統計 
 処理等の研究補助業務を行う研究パート 
 ナーの雇用経費を助成 

一時的研究補助員制度
 妊娠等で研究補助員を必要とする場合に， 
 一時的な補助員の雇用を支援 

☆女性研究者の割合 ％ 
 
☆女子学生（学士）： ％ 
☆女子学生（大学院）： ％ 

令和元年 月現在 

女性研究者賞
 優れた業績を挙げた女性研究 
 者を顕彰することにより，女 
 性研究者の研究意欲の向上・ 
 育成等を目的に支援 
女性研究者等研究支援制度
 女性研究者への研究費の補助 

★女性研究者支援★

金沢大学国際賞は，金沢大学にゆかりをもつ鈴木大拙と西田幾多郎に因み，臼井溢氏（昭和 年金沢
大学医学部卒業）のご篤志を原資として設けられました。本国際賞の目的は，哲学・思想・宗教を中心と
する分野で，国際的に卓越した業績を挙げた研究者を顕彰し，これにより，当該分野の研究の一層の進
展を促すとともに，次代を担う若手研究者に対して大きな学問的刺激を与えることです。 

第 回は Girard  Frédéric, René, Robert 氏（フランス国立極東学院 名誉教授）が受賞しました。 

鈴木大拙‐西田幾多郎記念

東京事務所は，首都圏における学生の就職活動の拠点，教職員の活動拠点，各同窓会の連絡拠点や交
流の場として幅広く利用されています。平成 年 月には日本橋室町 丁目に新築された「日本橋室
町三井タワー」の 階へ移転し，首都圏での更なる活動の拡充・情報発信を進めています。 

金沢駅前における社会人に対する教育の提供，産学官連携，大学の情報発信等に資する場として，平成
年 月に金沢駅前サテライトを設置しました。企業との打合せ，会議等での活用に加え，今後は，社

会のニーズに対応した高付加価値学習事業の展開を予定しています。 

金沢大学金沢駅前サテライト

金沢大学東京事務所の移転

鈴木大拙-西田幾多郎記念 

第 1回金沢大学国際賞授賞者 

  Girard  Frédéric, René, Robert 氏 

  （フランス国立極東学院 名誉教授） 

 
 

グローバル化に対応した教育研究環境の整備

 

「北溟」（先魁Ⅱ期） 

 
総合研究棟改修（保健学類） 

屋外運動場再整備 

新たなプロジェクトに応じた施設等の計画的整備

学生支援設備の充実

病棟無菌治療室 

多目的グランド整備 

能登海洋水産センター 

ナノ生命科学研究所棟 
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施設整備



 

◆ 教員人事制度

リサーチプロ 
フェッサー制 
平成 年 月 日導入 
 

優れた教員の確保・研究環境の整備のため,リサーチプロフェ
ッサー制（主として研究に専念する教員・「招へい型」「登用型」
「若手型」「拠点型（ ）」の４類型）を導入 

  招へい型 名 
  登用型  名 
  若手型  名 
  拠点型  名 
 

平成 年 月 日導入 
 

他の機関との協定に基づき，本学又は相手機関の職員がそれぞ
れの身分を保有したまま，本学又は相手機関の常勤の職員とし
て業務に従事できるｺﾝｶﾚﾝﾄ･ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ制度を導入 

年俸制 
平成 年 月 日導入 

獲得した競争的資金に係る間接経費の額に応じて，年俸額を
加算する等,業績を処遇に適切に反映する仕組みを設けた年
俸制を導入（ 年度から新たな年俸制も導入） 

 名 
 ※全教員の約 ％ 

  名 

研究パートナー制度
 子育て・介護中の研究活動支援として，研 
 究データ解析，実験補助，文献調査，統計 
 処理等の研究補助業務を行う研究パート 
 ナーの雇用経費を助成 

一時的研究補助員制度
 妊娠等で研究補助員を必要とする場合に， 
 一時的な補助員の雇用を支援 

☆女性研究者の割合 ％ 
 
☆女子学生（学士）： ％ 
☆女子学生（大学院）： ％ 

令和元年 月現在 

女性研究者賞
 優れた業績を挙げた女性研究 
 者を顕彰することにより，女 
 性研究者の研究意欲の向上・ 
 育成等を目的に支援 
女性研究者等研究支援制度
 女性研究者への研究費の補助 

★女性研究者支援★

金沢大学国際賞は，金沢大学にゆかりをもつ鈴木大拙と西田幾多郎に因み，臼井溢氏（昭和 年金沢
大学医学部卒業）のご篤志を原資として設けられました。本国際賞の目的は，哲学・思想・宗教を中心と
する分野で，国際的に卓越した業績を挙げた研究者を顕彰し，これにより，当該分野の研究の一層の進
展を促すとともに，次代を担う若手研究者に対して大きな学問的刺激を与えることです。 

第 回は Girard  Frédéric, René, Robert 氏（フランス国立極東学院 名誉教授）が受賞しました。 

鈴木大拙‐西田幾多郎記念

東京事務所は，首都圏における学生の就職活動の拠点，教職員の活動拠点，各同窓会の連絡拠点や交
流の場として幅広く利用されています。平成 年 月には日本橋室町 丁目に新築された「日本橋室
町三井タワー」の 階へ移転し，首都圏での更なる活動の拡充・情報発信を進めています。 

金沢駅前における社会人に対する教育の提供，産学官連携，大学の情報発信等に資する場として，平成
年 月に金沢駅前サテライトを設置しました。企業との打合せ，会議等での活用に加え，今後は，社

会のニーズに対応した高付加価値学習事業の展開を予定しています。 

金沢大学金沢駅前サテライト

東京事務所は，首都圏における
金沢大学東京事務所の移転

Girard  Frédéric, René, Robert 氏（フランス国立極東学院第 回 Girard  Frédéric, René, Robert Girard  Frédéric, René, Robert （フランス国立極東学院 名誉教授）が受賞しました。（フランス国立極東学院（フランス国立極東学院（フランス国立極東学院

鈴木大拙-西田幾多郎記念 

第 1回金沢大学国際賞授賞者 

  Girard  Frédéric, René, Robert 氏 

  （フランス国立極東学院 名誉教授） 

 
 

グローバル化に対応した教育研究環境の整備

 

「北溟」（先魁Ⅱ期） 

 
総合研究棟改修（保健学類） 

屋外運動場再整備 

新たなプロジェクトに応じた施設等の計画的整備

学生支援設備の充実

病棟無菌治療室 

多目的グランド整備 

能登海洋水産センター 

ナノ生命科学研究所棟 
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ガバナンス体制

金沢大学国際賞

その他



 

 

 

万人 万冊
人

万冊

来館の利用者（北陸３県在住者）に直接貸出 公共図書館を窓口とした貸出・文献複写

ラーニング・コモンズ
国際交流スタジオ･コーナー

学術成果
（論文などのコンテンツ）をインターネット上で世界に向け公開

「金大生による“調べ学習”教室」を開催
◆中央図書館（角間キャンパス北地区）

◆自然科学系図書館（角間キャンパス南地区）

◆医学図書館（宝町キャンパス）

◆保健学類図書室（鶴間キャンパス）

金沢大学 年 博物館相当施設 入館無料
「学術標本」や「金沢大学史料」

加賀藩校「明倫堂」「経武館」の扁額が金沢市の有形文化財に指定（平成 年 月）
・第四高等学校の物理実験機器 暁烏 敏 氏の陶磁器コレクション

特別展･企画展･出張展覧会 博物館等との連携を推進
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附属図書館

資料館



 

 

 

万人 万冊
人

万冊

来館の利用者（北陸３県在住者）に直接貸出 公共図書館を窓口とした貸出・文献複写

ラーニング・コモンズ
国際交流スタジオ･コーナー

学術成果
（論文などのコンテンツ）をインターネット上で世界に向け公開

「金大生による“調べ学習”教室」を開催
◆中央図書館（角間キャンパス北地区）

◆自然科学系図書館（角間キャンパス南地区）

◆医学図書館（宝町キャンパス）

◆保健学類図書室（鶴間キャンパス）

金沢大学 年 博物館相当施設 入館無料
「学術標本」や「金沢大学史料」

加賀藩校「明倫堂」「経武館」の扁額が金沢市の有形文化財に指定（平成 年 月）
・第四高等学校の物理実験機器 暁烏 敏 氏の陶磁器コレクション

特別展･企画展･出張展覧会 博物館等との連携を推進
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同窓会

金沢大学基金



発行日 年 月 発行 金沢大学総務部総務課 〒 石川県金沢市角間町 ℡

発行日 年 月 発行 金沢大学総務部総務課 〒 石川県金沢市角間町 ℡




